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はじめに 

第１章 第４次計画の策定にあたって 
１．計画の趣旨 

２．計画の位置づけ 

３．計画期間 

４．基本理念（条例第３条） 

 

第２章 第３次佐渡市地消推進計画の検証 
１．消費者ニーズに対応した農林水産物の生産振興 

２．生産者と消費者を結ぶ交流並びに啓発促進 

３．店舗・直売所等における佐渡産農林水産物及び加工品の利用促進 

４．学校・福祉施設等における佐渡産農林水産物の利用促進 

５．６次産業化・農商工連携等による地場産業の促進 

６．食育の推進と伝統料理の継承 

７．地産外消の促進 

 

第３章 農林水産業の現状 

１．農業者 

２．耕地面積と農業産出額 

３．水産業 

４．現状から見える課題 

５．内外の諸情勢 

 

第４章 第４次佐渡市地産地消推進計画の基本方針と具体的な施策 

１．課題の整理 

２．評価 

３．第４次計画の基本方針と具体的な施策 

 ⑴基本方針１・・・安全安心な農林水産物の生産振興 

 ⑵基本方針２・・・地産地消の啓発と普及（食育推進・伝統料理の継承） 

 ⑶基本方針３・・・公共施設、飲食店等での農林水産物の利用促進 

 ⑷基本方針４・・・農林水産資源を活かした他産業との連携 
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計画策定の趣旨 

計画の位置づけ 

計画期間 

基本理念（条例第３条） 

第１章 

はじめに 

第４次計画の策定にあたって 
 

 

 

 佐渡市は、平成 16 年３月に１市９町村が合併し、令和６年市制施行 20 周年となりま

す。平成 21年（2009年）に「佐渡市地産地消条例」を策定し、この条例に基づき、地域

内の地産地消の計画的な推進を図るため、平成 22年（2010年）３月に「佐渡市地産地消

推進計画（以下「計画」という。）を、平成 27年（2015年）３月に第２次計画、令和２

年（2020 年）３月に第３次計画を策定し、消費者ニーズに対応した農林水産物の生産と

地元の産物を消費する消費者双方が信頼と共に共生し、「持続可能な仕組みづくり」と「佐

渡を元気にする」ための取り組みに努めてきました。 

 このたび、第３次計画が令和６（2024）年度をもって終了することから、これまでの取

り組みの成果を検証するとともに、25年ぶりに大幅な改正となった「食料・農業・農村基

本法」（令和６年５月 29日改正案成立）も勘案し第４次計画を策定しました。 

 

 

 

 この計画は、「佐渡市地産地消推進条例」第 15条に定める地産地消推進計画として位置

づけ、国の「食料・農業・農村基本法（令和６年法律第 44号）」及び「食料・農業・農村

基本計画（令和２（2020）年３月閣議決定）」をはじめ、県の「にいがた AFFリーディン

グプラン（令和５年３月改訂）」等を踏まえ、「佐渡市総合計画」、「佐渡市食育計画」、「佐

渡市農業再生ビジョン」との整合性を図り策定したものです。 

 

 

 

 この計画の期間は、令和７年（2024）年度から令和 11年（2028）年度までの５か年

とします。 

 

 

 

 ⑴ 市、生産者、消費者及び事業者が連携し、佐渡の農林水産業及び農林水産物等の情

報を共有化することにより信頼関係を構築し、互いの立場を理解し、及び協力するこ

と。 

 ⑵ 環境と人・経済の強制する佐渡を形成していく上で欠くことのできない食の安全性

１ 

２ 

３ 

４ 



5 

 

を確保し、自然環境を保全し、地域経済を活性化させ、及び人の健康が意地されるよ

うにすること。 

 ⑶ 佐渡の産業全体が発展し、市民や佐渡に訪れる人々に農林水産物等を十分提供でき

る環境を整備すること。 

 ⑷ 佐渡市食育計画に沿って佐渡の特性に合わせた食育の推進を図ること。 

 ⑸ 生産者及びその後継者が誇り、生きがい、喜び等をもって農林水産業に取り組める

ようにするため、佐渡の農林水産業の持つ地域資源を活用して、農林水産業の振興及

び農漁村の活性化を図ること。 

 ⑹ 地産地消の推進に関して、市民の意見及び評価を取り入れながら市が施策として取

り組むほか、市民の間での自発的な取組を推進すること。 

 

 【計画の体系】 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国

食料・農業・農村基本法

県

にいがたAFFリーディング

プラン

佐渡市最上位計画

総合計画

佐渡市地産地消推進条例
佐渡市

地産地消推進計画

佐渡市食育計画 

佐渡市農業再生ビジョン 
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消費者ニーズに対応した農林水産物の生産振興 

生産者と消費者を結ぶ交流並びに啓発促進 

店舗・直売所等における佐渡産農林水産物及び加工品の利用促進 

学校・福祉施設等における佐渡産農林水産物の利用促進 

第２章 

第３次佐渡市地産地消推進計画の検証 
 

この章では、第３次計画で策定された７つの基本方針及び施策の検証を行います。 
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６次産業化・農商工連携等による地場産業の促進 

食育の推進と伝統料理の継承 

地産外消の促進 
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農業者 

耕地面積と農業産出額 

水産業 

現状から見える課題 

内外の諸情勢 

第３章 

農林水産業の現状 
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課題の整理 

評価 

第４次計画の基本方針と具体的な施策 

第４章 

第４次地産地消推進計画の基本方針と具体的な施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

「地域の資源を活用しながら食と農林水産に関する経済を地域内で完結」 

【第４次における施策の方向性】 

基本方針１：  

基本方針２：  

基本方針３：  

基本方針４： 
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第４次佐渡市地産地消推進計画 

令和７年～令和 11年度 

新潟県佐渡市 

〒952-1292 新潟県佐渡市千種 232番地 

電話番号：0259-63-3111（代） 




